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11 章	 補充問題  

 
A11.01  次の分子のうちキラルなものはどれか． 

 
 

A11.02  次に示す化合物の組合せは, エナンチオマーの関係にあるか同一化合物か．
それぞれの立体配置を R, Sで表せ． 

 
 

A11.03  次の構造式で示す 2－ブタノールの立体配置を R, Sで表せ． 

 
 

A11.04  次の医薬として用いられる化合物のすべてのキラル中心の R,S 立体配置を帰
属せよ． 
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A11.05  サリドマイドはかつて睡眠薬として用いられた悪名高い医薬である．そのエ

ナンチオマーの一つが，約 50年前に起こった催奇形成に関係していたとされる．
次に示すサリドマイドの構造式の R,S立体配置を帰属せよ．  

   
 
A11.06  ペニシリン Gのすべてのキラル中心の R,S立体配置を帰属せよ．  

   

 
A11.07  下に示すのは D-グルコースの鎖状構造と環状構造である．   

(a) すべてのキラル中心の R,S立体配置を帰属せよ． 
(b) D-グルコースの鎖状構造をジグザグ形で表せ． 

   
 

A11.08  3－クロロ－2－ブタノールのすべての立体異性体を Fischer 投影式で表し，それ
らの関係（エナンチオマー，ジアステレオマーあるいはメソ）を示すとともに，

キラル中心の R,S立体配置を帰属せよ．  
 
A11.09  3,4–ヘキサンジオールのすべての立体異性体を Fischer 投影式で表し，それら

の関係（エナンチオマー，ジアステレオマーあるいはメソ）を示すとともに，

キラル中心の R,S立体配置を帰属せよ．  
 
A11.10  次の化合物にメソ異性体があれば，その構造を示せ．  

(a) 2,3–ブタンジオール       (b) 2,3–ペンタンジオール  
(c) 2,4–ペンタンジオール     (d) 2,3,4–ペンタントリオール 
(e) 1,3,5–ペンタントリオール 
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A11.11  次の化合物にはそれぞれ何個のキラルな異性体とアキラルな異性体があるか．  

 
 

A11.12  次の反応の反応物と生成物の関係は (1) ~ (3) のうちのどれに相当するか．	 
(1) アキラル反応物 → キラル生成物． (2) キラル反応物 → アキラル生成物．  
(3)  (1)と(2)のどちらでもない．  

 

 

 
A11.13  4–ヒドロキシブタナールが環化するとヘミアセタールが生成する．この生成

物はキラルか．もしキラルならば，R形のエナンチオマーの構造式を書け． 
 
A11.14  2–クロロプロパン酸と 2–ブタノールから生成するエステルには何種類の立

体異性体があるか．すべての異性体の構造式を書き，キラル中心の R,S立体配置
を帰属して，異性体の関係を示せ． 

 
A11.15  次に示す 2－ブロモ－2,3－ジフェニルブタンのジアステレオマーについて，下の

問 (a)~(d) に答えよ． 
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(a) この異性体のキラル中心の R,S立体配置を帰属せよ．  
(b) この異性体の Newman 投影式を書け． 
(c) この化合物を塩基で処理すると，H と Br がアンチの関係を保ちながら HBr
が脱離してアルケンが生成する．生成したアルケンの構造を示し，E,Z立体化
学表示をつけた IUPAC名を書け． 

(d) 上の異性体と同じ立体配置の C2 をもつジアステレオマーの構造式を書き，
このジアステレオマーの塩基による脱離反応で生成するアルケンの構造を示

せ． 


